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◆第37回電設工業展（JECA FAIR）
会期：2019年5月22日（水）～ 24
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 
17：00（初日は10：30から・最終
日は16：30まで）▷会場：東京ビ
ッグサイト西1・2ホール（東京都
江東区有明3-11-1）▷主催：一般
社団法人日本電設工業協会/問合
せ先：03-5413-2163（事務局）

◆自治体総合フェア2019
会期：2019年5月22日（水）～ 24
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 
17：00▷会場：東京ビッグサイ
ト西3ホール（東京都江東区有明
3-11-1）▷主催：一般社団法人
日本経営協会/問合せ先：03-
3403-1338（事務局）

◆バイオマスエキスポ2019
会期：6月5日（水）～ 7日（金）▷
開催時間：10:00 ～ 17:00▷会
場：東京ビッグサイト青海展示
棟（東京都江東区青海1丁目2番
33）▷参加費：1,000円（事前登録
者、招待券持参者、中学生以下
は無料）▷主催：バイオマスエキ
スポ実行委員会、日刊工業新聞

社/問合せ先03-5644-7221（日刊
工業新聞社総合事業局イベント
事業部）

●新橋まちなか大学院 未来のため
のシルバー・デモクラシー講座

「北欧デンマークの暮らしと自
然エネルギー利用」
会期：2019年4月5日（金）▷開催時
間：13：30 ～ 16：00▷会場：国際
親善会館5階会議室（東京都港区新橋
1-5-5）▷講師：ステファン・ケン
ジ・スズキ氏（デンマーク「風のが
っこう」主宰）▷参加費：1,500円▷
申 込 先：www.kofuza.jp/0405▷ 主
催：一般社団法人洸楓座/問合せ先：
ksato@efco-dot-jp.com

●第13回 イワタニ水素エネルギーフォーラム
「水素社会実現に向けた国内外の最新動向」
＜東京大会＞会期：2019年4月15
日（月）▷開催時間：12：00 ～ 17：
00（開場：12：30 ～）▷会場：東京
プリンスホテル 2階『鳳凰の間』

（東京都港区芝公園3-3-1）▷参加
費：無料▷主催：岩谷産業株式会
社/問合せ先：フォーラム事務局
03-5405-5932

●「O&M丸ごと立上げパック」活
用研修

会期：2019年4月17日（水）～ 19
日（金 ）▷ 開 催 時 間：10:00 ～
18:00（オンサイト研修：10:00
～ 17:00）▷会場：17日・18日サ
ニー貸会議室（東京都千代田区
内神田3-4-11）／ 19日［オンサ
イト研修］株式会社アルシス（栃
木県那須塩原市唐杉100-7）▷参
加費：［会員］1研修20,000円、
2研修38,000円、3研修55,000円
／［非会員（賛助団体所属）］1
研修35,000円、2研修67,000円、
3研修98,000円／［非会員］1研
修45,000円、2研 修85,000円、3
研修123,000円▷主催：一般社
団法人新エネルギー O&M協議会/
問合せ先03-5809-3366

●ラプラスセミナー「太陽光発電
システム シミュレーション／設
計支援ソフトSolar Pro、その他」

【京都会場】会期：2019年4月19日
（金）▷開催時間：14：30 ～ 17：30
▷会場：ラプラス・システム京都本
社（京都市伏見区京町1-245）▷概要：
ラプラス・システムの製品やソリュ
ーションなどを紹介するセミナー▷
参加費：無料（要事前申込）▷申込
先：annai@lapsys.co.jp

【東京会場】会期：2019年4月26日

（金）▷開催時間：14：30 ～ 17：30
▷会場：ラプラス・システム東京支
店（東京都新宿区新宿2-3-10 新宿御
苑ビル4階）▷概要：ラプラス・シス
テムの製品やソリューションなどを
紹介するセミナー▷参加費：無料

（要事前申込）▷申込：annai@laps
ys.co.jpまで
▷主催：株式会社ラプラス・システ
ム/問合せ先：営業部：＜京都＞075-
604-4741 ／＜東京＞03-6457-8026

●FCDIC第26回燃料電池シンポジウム
会期：2019年5月23日（木）・24日（金）
▷会場：タワーホール船堀（東京
都江戸川区船堀 4-1-1）▷参加費：
一般参加者＝早期割引料金（4月
22日迄）8,000円・通常料金（4月
23日以降）10,000円など各種あり
要確認▷主催：一般社団法人燃
料電池開発情報センター（FCDIC）
/問合せ先：03-6206-0231（FCDIC
内）

●第56回 日本伝熱シンポジウム
会期：2019年5月29日（水）～31日（金）
▷会場：あわぎんホール 徳島
県郷土文化会館（徳島県徳島市
藍場町2丁目14番地）▷参加費：
早期申込（～ 4月5日）会員・一般
1万2,000円など各種あり要確認

▷主催：公益社団法人日本伝熱
学会/問合せ先：symp2019@htsj-
conf.org

●エナジー・ストレージ・サミッ
ト・ジャパン（ESSJ）2019
会期：2019年6月4日（火）～6日（木）
▷概要と開催時間：4日[エグゼク
ティブ・デイ（招待者のみ）] ／
5日[会議・公開セミナー ]9:00
～ 18:00（ネットワーキング・レ
セプション18:00 ～ 19:30）／ 6
日[蓄エネ施設見学ツアー ]8:30
～ 17:00（人数制限あり）※全て
日英通訳付き▷会場：東京国際
フォーラム（東京都千代田区丸
の内3丁目5-1）／見学ツアー（チ
ャーターバスでの移動。早稲田
大学スマート社会技術融合機構
（ACROSS）EMS新宿実証センター
／セブンイレブン相模原橋本台
１丁目店ほか予定）▷参加費：5
日（1日券）18,000円（税別）／ 6日
サイトツアー 20,000円（税別）
主催：株式会社メッセ・デュッ
セルドルフ・ジャパン/問合せ
先03-5210-9951（ESSJデスク）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（4月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
展示会
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第⑤回

▼
観
能
に
、

東
京
・
千
駄
ヶ
谷
へ

こ
の
３
月
９
日
、
東
京
の

国
立
能
楽
堂
（
渋
谷
区
千
駄

ヶ
谷
）
で
狂
言
と
能
を
観

た
。
能
の
題
目
は
「
桜
川
」。

日
向
国
（
宮
崎
県
）
で
母
子

で
暮
ら
す
二
人
。
生
活
苦
の

母
を
思
い
自
ら
の
身
を
人
買

い
に
売
る
息
子
（
名
は
桜

子
）
。
そ
れ
を
知
っ
た
母
は

子
を
探
し
て
、
西
へ
西
へ
と

旅
立
つ
。
３
年
後
、
桜
の
季

節
に
、
常
陸
国
（
茨
城
県
）

の
桜
川
に
来
て
、
川
面
の
桜

の
花
び
ら
を
、
な
り
ふ
り
構

わ
ず
網
で
掬
っ
て
い
る
狂
女

と
化
し
た
母
。
花
び
ら
が
桜

子
か
と
思
っ
て
の
こ
と
。

最
近
は
ニ
ュ
ー
ス
で
、
親

殺
し
や
子
供
い
じ
め
が
伝
え

「
黒
船
来
航
」
の
翌
年
、
１

８
５
４
年
に
日
米
和
親
条
約

が
締
結
さ
れ
、
箱
館
と
下
田

が
開
港
さ
れ
た
。
そ
の
年
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
、

そ
の
翌
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
と

も
和
親
条
約
が
結
ば
れ
た
こ

と
に
よ
り
箱
館
は
国
際
都
市

に
変
貌
し
た
。

蝦
夷
地
（
北
海
道
）
の
警

備
の
た
め
、
江
戸
幕
府
は
箱

館
奉
行
所
を
元
町
（
箱
館
山

麓
）
に
設
置
し
た
。
そ
の

後
、
奉
行
所
は
大
砲
攻
撃
な

ど
に
備
え
て
内
陸
の
亀
田
の

地
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
周
り
を
、
星
形
五

角
形
の
堀
と
土
塁
を
廻
ら
す

こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
五
稜

郭
と
は
、
そ
の
形
か
ら
の
名

称
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

は
30
以
上
、
世
界
で
は
50
以

上
の
類
似
の
星
形
城
郭
が
あ

る
。
函
館
市
の
提
唱
で
、
１

９
９
７
年
以
来
、
世
界
星
形

城
郭
サ
ミ
ッ
ト
が
３
年
ご
と

に
開
催
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

五
稜
郭
は
、
蘭
学
者
の
武

田
斐
三
郎
（
あ
や
さ
ぶ
ろ

う
、
１
８
２
７
年
～
１
８
８

０
年
）
が
設
計
監
督
し
、
１

８
６
４
年
に
完
成
し
た
。
そ

れ
を
記
念
し
て
、
武
田
の
レ

リ
ー
フ
が
五
稜
郭
内
庭
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
五
稜
郭
内

の
箱
館
奉
行
所
は
、
１
８
６

４
年
に
建
設
さ
れ
た
が
、
当

時
に
倣
っ
て
、
２
０
１
０
年

に
新
築
復
元
さ
れ
た
。
見
学

す
る
と
、
日
本
建
築
の
粋
の

技
術
や
工
法
が
い
た
る
と
こ

ろ
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ

の
紹
介
ビ
デ
オ
を
、
筆
者
は

記
録
に
購
入
し
た
。

北
へ
、
函
館
に
向
か
っ
た

理
由
に
は
五
稜
郭
を
訪
ね
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

が
、
思
わ
ぬ
成
果
が
得
ら
れ

た
。

▼
動
乱
期
の
五
稜
郭
の

宿
命
と
貢
献

五
稜
郭
は
黒
船
来
航
に
よ

る
我
が
国
の
動
乱
期
と
深
く

関
係
し
て
い
る
。
明
治
維
新

は
、
１
８
６
８
年
４
月
11
日

に
大
政
奉
還
に
よ
り
行
わ
れ

た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
藩

体
制
で
あ
っ
た
の
で
、
強
力

な
反
対
藩
も
あ
っ
た
。
東
北

の
会
津
藩
や
庄
内
藩
、
さ
ら

に
仙
台
藩
な
ど
東
北
諸
藩
で

あ
っ
た
。

旧
幕
府
軍
副
総
裁
の
榎
本

武
揚
ら
は
、
旧
幕
府
か
ら
の

脱
走
者
や
諸
国
か
ら
の
応
援

者
３
０
０
０
人
か
ら
な
る
旧

幕
府
脱
走
軍
を
組
織
し
、
軍

艦
や
輸
送
船
８
隻
で
、
函
館

に
上
陸
し
た
。
旧
幕
府
軍
の

大
鳥
圭
介
と
新
選
組
副
長
の

土
方
歳
三
の
二
手
に
分
か
れ

て
、
五
稜
郭
に
入
城
し
た
。

し
か
し
、
新
政
府
軍
に
よ
る

そ
の
後
の
反
撃
で
、
旧
幕
府

脱
走
軍
も
翌
年
の
明
治
２
年

１
８
６
９
年
５
月
に
降
伏

し
、
戊
辰
戦
争
は
終
結
し
、

五
稜
郭
も
開
城
し
た
。
そ
う

し
た
侍
た
ち
の
面
影
は
な
い

が
、
五
稜
郭
の
土
塁
や
池
、

そ
し
て
立
木
な
ど
が
、
無
言

で
語
っ
て
い
る
。

近
く
に
は
、
五
稜
郭
タ
ワ

ー
が
あ
る
が
、
そ
の
地
階
に

は
、
武
田
、
榎
本
、
土
方
の

銅
像
が
あ
る
が
、
当
日
の
タ

ワ
ー
の
上
空
に
は
太
陽
の

下
、
白
い
飛
行
機
雲
が
、
彼

ら
の
思
い
の
現
れ
の
よ
う

に
、
伸
び
て
い
た
。

▼
旅
は
、

北
へ
南
へ

今
回
の
旅
は
、「
桜
川
」

の
時
代
と
は
違
い
、
新
幹
線

に
乗
り
、
北
へ
、
海
を
越
え

て
、
一
気
に
北
海
道
に
渡
る

こ
と
が
で
き
た
。
が
、
明
治

維
新
か
ら
１
５
０
年
余
、
そ

の
前
後
の
歴
史
は
、
い
ま
な

お
函
館
の
街
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
残
さ
れ
て
い
た
。
北
の

函
館
の
旅
は
、
函
館
市
電
の

魚
市
場
通
で
下
車
し
、
は
こ

だ
て
ビ
ー
ル
、
函
館
朝
市
に

立
ち
寄
り
終
え
た
。
昼
過

ぎ
、
新
た
な
出
会
い
を
求
め

て
南
へ
旅
立
っ
た
。

ト
ン
ネ
ル
を
初
め
て
通
過
し

た
。
世
界
最
長
53
・
85
㌔
㍍

の
青
函
ト
ン
ネ
ル
は
、
開
業

30
周
年
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
シ
ー

ル
ド
マ
シ
ン
で
掘
削
さ
れ
た

が
、
世
界
最
初
の
シ
ー
ル
ド

工
法
の
特
許
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
マ
ー
ク
・

ブ
ル
ネ
ル
（
１
７
６
９
年
～

１
８
４
９
年
）
に
よ
っ
て
発

明
さ
れ
た
。
ブ
ル
ネ
ル
の
子

イ
ザ
ム
バ
ー
ド
は
ト
ン
ネ
ル
、

鉄
道
、
船
、
橋
な
ど
の
機
械

土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、〝
挑
戦

す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
〟
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
彼
を

紹
介
す
る
研
究
や
著
作
を
し

て
き
た
の
で
、
今
回
の
青
函

ト
ン
ネ
ル
の
経
験
は
、
感
慨

ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

新
函
館
北
斗
駅
で
函
館
線

に
乗
り
換
え
、
函
館
駅
に
着

い
た
の
は
22
時
30
分
。
５
時

間
の
北
へ
の
夫
婦
二
人
連
れ

の
旅
で
あ
っ
た
。
驚
い
た
の

は
、
予
想
に
反
し
て
函
館
に

雪
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

東
京
か
ら
セ
ー
タ
ー
姿
で
来

た
が
寒
く
も
な
い
。
40
年
前

に
体
験
し
た
冬
の
函
館
は
、

顔
面
が
痛
く
な
る
ほ
ど
の
寒

さ
で
あ
っ
た
が
…
。

▼
星
形
城
郭
の
五
稜
郭
へ

函
館
は
、
は
じ
め
は
箱
館

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ

カ
の
ペ
リ
ー
提
督
に
よ
る

飛行機雲の白い軌跡と五稜郭タワー（五稜郭から撮影）

北方四島もしっかり警備。各藩の警備地図（1860年）

ら
れ
る
ご
時
世

で
あ
る
が
、
熱

心
に
子
供
を
探

す
姿
は
感
動
的

で
す
ら
あ
る
。

「

桜

川

」

で

は
、
花
見
の
僧

侶
な
か
に
桜
子

が
お
り
対
面
す

る
。
観
客
が
涙

を
流
す
場
面
で

あ
る
。

こ
の
観
能
会

は
、
千
葉
県
睦

沢
町
の
歴
史
民

俗
資
料
館
の
久

野
一
郎
館
長
が
企
画
し
て
、

20
年
間
も
続
い
て
い
る
恒
例

の
町
民
バ
ス
観
能
ツ
ア
ー
で

あ
る
。
そ
の
一
行
は
、
能
の

台
詞
と
そ
の
意
味
、
さ
ら
に

場
面
展
開
に
つ
い
て
、
バ
ス

の
中
で
説
明
を
受
け
て
い
る

の
で
観
客
の
中
で
も
一
番
の

通
に
な
っ
て
い
る
。
今
回

は
、「
桜
川
」
を
観
て
お
け

ば
、
地
元
で
の
花
見
の
と
き

に
一
興
と
な
る
だ
ろ
う
と
の

企
画
で
あ
る
。
誘
い
を
受
け

た
筆
者
自
身
も
共
感
し
た
。

▼
冬
の
北
海
道
・
函
館
へ

観
能
の
夕
方
、
17
時
20
分

に
東
京
駅
か
ら
新
幹
線
で
、

函
館
に
向
か
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
大
人
の
休
日
チ
ケ
ッ

ト
を
利
用
し
た
。
新
幹
線
の

新
青
森
駅
を
超
え
て
、
青
函


